
第 ５ 学 年 英 語 活 動 指 導 案

１ 単元名

アルファベットで遊ぼう！

２ 単元の目標

○アルファベットの大文字を使った活動を通して，英語の文字に慣れ親しむ。

○普段使っているアルファベットの発音と外国の発音に違いがあることに気づく。

３ 単元設定の理由

（１）こんな子どもだから

本学級の子どもたちは，意欲的に英語活動に取り組む子どもが多い。４年生で習ったローマ字

を使って言葉を書いたり，英語の単語のつづりを覚えたりすることにも興味をもっている。この

時期にアルファベットに慣れ親しむことは，子どもの関心に沿うものと考える。

（２）こんな学習活動の工夫を

覚えることが目的ではないので，体を使って動的に楽しめるアルファベットマットを使った活

動をする。アルファベットや英単語の知識のある子供だけの活動とならないように，誰でもがよ

く目にする単語や略語のみを扱うとともに，たくさんのアルファベットマットを用意して，一人

ひとりの子どもが主体的に活動できるようにしたい。

４ 単元計画

時
活 動 の め あ て

ねらい 主な活動内容

１

パズルマットゲーム（A～Z まで並べる）

大きなアルファべットパズルをグルー

プで協力しながら完成させる活動を通

して，アルファベットに興味を持つ。

・アルファベットの正しい発音を知る。

・「パズルマットゲーム」・・アルファベット

パズルを順番に並べる。

２

アルファベット探し（絵からアルファベットを探す）

アルファベット探しゲームやビンゴゲ

ームを通して，アルファベットの大文字

を使ってコミュニケーションをとる楽

しさを体験する。

・「アルファベット探し」・・絵に紛れている

アルファベット（大文字）を探す。

・「アルファベットＢＩＮＧＯ」・・２６個の

アルファベットでビンゴをする。

３

身近な英語作りゲーム（本時）

アルファベットマットを使って，身近に

ある英語の単語や略語を作ることでア

ルファベットに慣れ親しませる。

・「単語作りゲーム」・・アルファベットマッ

トで，身近な英語を作る。

５ ねらい

○アルファベットマットを使って，身近にある単語や略語を作ることでアルファベットに慣れ親しま

せる。

言語材料：A~Z（アルファベットマット １２セット使用）



６ 本時の展開

活 動

児童 HRT ALT JTE

あいさつ

歌を歌う

めあて

活動

評 価

あいさつ

・Hello.How are you?

・I’m fine thank you.

♪〈BINGO song〉

・黒板に貼ってある身近な英語を，

ALT の発音で認識する。

・PC，USA を作る。

① 各グループで黒板に貼ってい

たカードをひく。

② アルファベットマットを集め

て文字を作る。

１回戦：２文字・３文字

（例）C D・N H K

２回戦：４・５文字

（例）S M A P・J A P A N

３回戦：これまでに出てきた英語・

自分で考えた英語

③できたら「Finish!」と言い先生

を呼ぶ。

④グループごとに作った英語を１

つ発表する。

・今日の活動について感想を言う。

Thank you <ALT>先生. See you.

・ Let’s say “Hello

・ <ALT>-sensei.”

1,2.

・Let’s sing a song!

・Today’s aim is

ゲームの説明をする。

練習で PC,USA を作

らせる。

Let’s say thank you

<ALT>-sensei.1,2.

Hello.I’m fine

thank you.

アルファベッ

トを発音する。

.

単語をアルファ

ベットで読む。

コメントする。

See you next

time.Good bye

everyone.

・Hello

CD をかける

That’s all for

today.

Good bye.

７ 例示する単語

２文字 PC CD FM OK JR BS MK NG DS OL IQ CM TV WC MD PK AM EU HB

３文字 USA FBS NHK NTT ECO PTA TVQ YUI JAL ETC

４文字 SMAP NEWS WEST LOVE BEST QUIZ

５文字 EXILE BINGO ROYAL HONDA HAPPY TOKIO JAPAN YAHOO ENEOS TOYOTA

身近な英語を，アルファベットマットで作ろう！

途中で止まっているグループがあれば支援する。

できたグループのところに行き評価する。

児童にカードをひかせる。

８ 場の設定


